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3. 平成 15 年度（2003 年 4 月から 2004 年 3 月）の東京湾表層航走モニタリング 
（水温・塩分・クロロフィル蛍光値） 
Underway sampling of temperature, salinity and in vivo chlorophyll fluorescence between 
April 2003 and March 2004 in the Tokyo Bay 
 
1. 概略（General Account） 
 平成 13,14 年度航海報告（宮崎, 2001,2002）と同様に、東京湾における表層モニタリング装
置による水温・塩分・クロロフィル蛍光値の観測結果を報告する。 
 
2. 方法（Method） 
 観測期間は 2003 年 4 月から 2004 年 3 月までとし、観測は Table１に示した日の昼間に行っ
た。観測海域（Fig. 1）、表層モニタリング装置の仕様及びデータの解析方法は宮崎（2001）に
従った。 
 
 
Fig. 1 Observation Area 
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Table 1 Observation Date 
Apr. 18 23 24 25
May 9 13 15 18 19 21 25 27 30
Jun. 5 8 13
Jul. 6 7 11 13 17 23 28 30
Aug. 3 6 7 25 29 30
Sep. 3 6 7 13
Oct. 1 7
Nov. 7 13 14 19
Dec. 14 15 19
Jan. 13 17 22
Feb. 9 14
Mar. 6 10 13 16
Day
 
3. 結果と考察（Result and Discussion） 
 東京湾表面の水温（℃）、塩分（PSU）、クロロフィル蛍光値（FU）について、それぞれの観
測結果を Fig. 2 に示した。なお、本研究では、多摩川河口（北緯 35°30′付近）より北側を「湾奥」、
多摩川河口より南側と観音崎－富津岬ラインの間（北緯 35°17′付近）を「湾央」、そして観音崎
－富津岬ラインより南側を「浦賀水道」とした。また湾奥、湾央部及び浦賀水道北部では、東京
及び神奈川寄りを、浦賀水道南部では湾中央部を観測している。 
 
3.1 水温 
 2003 年 4 月から 5 月では、水温の南北較差が 3.2～3.5℃と大きく、湾央で水温が低く、湾奥及
び浦賀水道南部で高くなる傾向があった。 
2003 年 6 月から 9 月までは、水温の南北較差は非常に小さかった（1.0～2.3℃程度）が、その
パターンは、湾奥で水温が高く、浦賀水道南部で低くなった。 
2003 年 10 月から 2004 年 3 月における水温の南北差は 2.5～5.6℃と大きくなった。そのパタ
ーンは、フロントが明瞭で多摩川河口付近において最も水温が低くなり、特に、1 月～3 月には、
多摩川河口付近で水温は 11～12℃であった。多摩川河口より南側では南北勾配が大きく、南下す
るにつれ水温が高くなった。 
 年間を通して傾向を見た場合、夏季には湾奥より浦賀水道に行くにつれ水温が下がり、秋から
春にかけては湾央より、湾奥及び浦賀水道で水温が上がる傾向があり、そのパターンは、平成 13,14
年度と類似していた。東京湾系の海水は、三浦半島側を南下し、外海水は房総側から東京湾に入
ることは知られている。本船は湾央部を三浦半島側に近寄って南下、叉は北上する為、湾央部で
は東京湾系の海水を計測し、35°10′N より南部では暖かい外洋水を計測していると考えられる。
夏季においては湾央より北部では水深が浅く熱吸収が大きいため、東京湾系の海水温が、外海水
よりも昇温したためこのような傾向になったと考えられる。 
 また、4 月から 9 月にかけて徐々に水温が上昇し、2003 年 9 月に湾奥で最高水温 27.3℃を観測
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した。これは、2002 年 8 月の最高値よりも 2℃程度低かった。そして、10 月以降は降温し、2003
年 2 月には多摩川河口付近で 10.5℃と最低となり、前年よりも約 1℃低い値を示した。 
 
3.2 塩分 
 塩分の基本的パターンとして、常に南北勾配が認められ、湾奥で塩分が低く、浦賀水道で高く
なった。ただし、塩分の最大、最小値は月により変化が大きかった。 
 2003 年 4 月は、湾奥の塩分が高く、南北較差が 6.1PSU と小さかった。 
2003年5月から11月までは、湾奥の塩分が低く、南北較差が非常に大きかった(6.9〜12.6PSU)。 
2003年12月から2004年3月までは、湾奥の塩分が高く、南北較差が小さかった(4.1～5.5PSU)。
また、多摩川河口付近より南側では常に 30PSU 以上あった。 
最小値は 2002 年 8 月に湾奥で 20.9PSU で、最大値は 2004 年 1 月に浦賀水道で 34.7PSU あっ
た。湾央及び浦賀水道では南下とともに徐々に塩分が高くなり、明瞭なフロントが形成されるこ
とは少なかった。そして、浦賀水道中央（35°05’N）より南ではいずれの時期にも 33.5PSU よ
りも大きくなり、値もほぼ一定であった。また、冬期は塩分が高く、さらに南北変化は小さい。
この南北勾配パターンと季節変化は、平成 13,14 年度と同じ傾向であった。 
 
3.3 クロロフィル蛍光 
 2003 年 4 月から６月及び 2004 年 3 月は、湾奥で若干高くなる傾向が見られたが、多摩川河口
(35°30′N)より南では南北変化がほとんど見られなかった。この時期、湾奥で 5〜11FU であり、
湾央より南では 1〜5FU であった。 
 2003 年 7 月から 9 月までは、湾央から湾奥にかけて高い蛍光値を示し、8 月には最高 14.2FU
に達した。これは 2003 年度の最高値でもある。 
 2003 年 10 月から 2004 年 2 月までは南北変化はほとんど見られず、その値も 5FU 未満と低い
値を示した。 
 2002 年度には 4 月と 7 月の春と夏にピークが認められている。しかし、2003 年度は 8 月に明
確にピークが認められたが、春には 2002 年度の様なピークは認められなかった。ただし、2003
年 5 月はばらつきが大きく、Fig.3 に示すように 2003 年 5 月 30 日には非常に高い蛍光値を示し
た。 
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Fig.2 Observation Data in the Tokyo Bay (Apr.-Jun.2003)              (Continued) 
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Fig.2 Observation Data in the Tokyo Bay (Jul.-Sep.2003)                   (Continued) 
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Fig.2 Observation Data in the Tokyo Bay (Oct.-Dec.2003)                   (Continued) 
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Fig.2 Observation Data in the Tokyo Bay (Jan.-Mar.2004) 
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Fig.3 Observation Data in the Tokyo Bay (May.27th30th and Jun.5th.2003) 
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